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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
本研究は、１）逆遺伝学的手法の確立、２）組織特異的遺伝子発現系の確立、３）DNA 損傷応答解析

により構成されているが、それぞれの研究計画にしたがって研究が進行し、ハイスループットのスクリ

ーニングを可能にすることにより変異を同定し、顕微鏡下赤外レーザー照射装置の完成により１細胞レ

ベルでの遺伝子発現制御を可能にするなどの成果を挙げた。研究組織に参加した研究者はそれぞれの役

割を果たし、学会や論文での発表も活発に行われている。研究費の使用にも問題は見られない。研究の

継続により所定の成果が挙がるものと期待する。 

検証結果     本研究は、１）逆遺伝学的手法の確立、２）組織特異的遺伝子発現系の確立という２つ

の技術開発を主たる目的としている。これらの技術に関しては当初の目的が十二分に達成

され、ハイスループットの有用な技術が利用可能になっており、この点は評価できる。た

だし、その技術を用いて並行して行われた、３）DNA 損傷応答解析については優れた成

果が挙がったとは言いがたい。 
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